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４月１２日、国会前で強行採決するなとアピールする愛知の代表団

自
民
、
公
明
与
党
は
４
月
１２
日
午
後
６
時
３
分
、
衆
議
院
憲

法
調
査
特
別
委
員
会
で
、
圧
倒
的
な
国
民
が
慎
重
審
議
を
求
め

て
い
る
改
憲
手
続
き
法
案
の
与
党
「
修
正
」
案
の
採
決
を
強
行

し
、
衆
議
院
を
通
過
さ
せ
ま
し
た
。
１２
日
公
務
労
組
連
絡
会
の

よ
び
か
け
で
愛
知
か
ら
も
４０
人
近
く
（
自
治
労
連
２０
人
）
が
国

会
す
わ
り
こ
み
行
動
を
終
日
行
い
、「
強
行
採
決
す
る
な
」
の

怒
り
の
声
を
あ
げ
、
国
会
議
員
要
請
も
行
い
ま
し
た
。

法
案
の
問
題
点
に
つ
い
て

も
、
改
憲
を
行
い
や
す
く
す
る

た
め
の
法
案
で
あ
る
こ
と
は

い
っ
そ
う
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
与
党
「
修
正
」
案
は
、
�

最
低
投
票
率
制
度
が
な
く
、
少

数
の
賛
成
で
も
改
憲
が
可
能
に

な
る
こ
と
、
�
公
務
員
、
教
育

者
の
国
民
投
票
運
動
を
制
限

し
、
行
政
処
分
を
可
能
に
し
て

い
る
こ
と
、�
憲
法
改
悪
を「
金

で
買
う
」
有
料
Ｃ
Ｍ
を
野
放
し

に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
な
ん

ら
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
公
務
員
の
政
治
的

行
為
の
制
限
を
定
め
た
国
家
公

務
員
法
、
地
方
公
務
員
法
の
適

用
除
外
が
削
除
さ
れ
、
労
働
組

合
が
行
う
ビ
ラ
の
配
布
を
規
制

す
る
な
ど
、
運
動
規
制
は
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

自
治
労
連
は
満
身
の
怒
り
を

込
め
て
採
決
強
行
に
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
参
議
院
段
階

で
必
ず
廃
案
に
追
い
こ
む
た
め

に
全
力
を
あ
げ
る
も
の
で
す
。

改
憲
手
続
き
法
案
反

対
！
名
古
屋
ブ
ロ
ッ

ク
が
各
地
区
協
で
街

頭
宣
伝

強
行
採
決
さ
れ
た
最
初
の
土

曜
日
１４
日
に
、
千
種
区
の
東
山

公
園
を
は
じ
め
１０
地
区
協
が

い
っ
せ
い
に
街
頭
宣
伝
と
署
名

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
で
、
法
案
の
問
題
点
や

署
名
協
力
を
呼
び
か
け
、
憲
法

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
行
動
で
１
０

０
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
九
条
の
会

と
と
も
に
「
９
の
日
」
宣
伝
行

動
に
合
流
す
る
地
区
協
も
あ

り
、
改
憲
手
続
き
法
案
を
廃
案

に
す
る
と
り
く
み
を
強
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

３
月
２２
日
、
一
宮
市
労
組
に

尾
西
清
掃
事
業
所
で
働
く
臨
時

職
員
に
よ
る
分
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
１９
人
の
臨
時
清
掃
職

員
の
う
ち
１２
人
を
組
織
化
、
今

後
も
１
０
０
％
を
め
ざ
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

分
会
長
に
渡

辺
利
雄
さ
ん
、

分
会
書
記
長
に

中
沢
佳
明
さ
ん

を
選
出
し
ま
し

た
。清

掃
職
場
の

雇
用
を
守
る
要

求
書
を
４
月
３

日
に
提
出
し
４

月
１９
日
に
回
答

を
求
め
る
交
渉

を
申
し
入
れ
ま

し
た
。

生
活
で
き
る

賃
金
改
善
を

５０
歳
、
日
給
１
０
８
１
０
円

に
特
勤
手
当
９
０
０
円
が
つ
く

だ
け
で
、
年
間
３
０
０
万
円
に

も
満
た
な
い
賃
金
。
勤
続
１０
年

以
上
で
同
額
で
は
、
生
活
不
安

も
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

分
会
要
求
は
、
�
）
給
料
の

改
善
に
つ
い
て
、
月
給
制
と
退

職
金
の
制
度
化
。
期
末
手
当
・

地
域
手
当
・
運
転
手
当
の
支
給
。

昇
級
の
制
度
化
。
�
）
勤
務
条

件
に
つ
い
て
は
、
服
喪
休
暇
を

設
置
す
る
こ
と
。
６０
才
ま
で
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
�
）
職
場
環
境
に
つ
い

て
、
作
業
服
に
つ
い
て
は
必
要

な
と
き
に
貸
与
す
る
こ
と
。
な

ど
と
し
て
い
ま
す
。
分
会
長
の

渡
辺
さ
ん
は
、「
労
働
組
合
を

作
っ
て
初
め
て
賃
金
の
問
題
を

当
局
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
仲
間
の
加
入
で
職
場
を

守
り
、
待
遇
改
善
を
実
現
さ
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
決

意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

〈スケジュール等〉
△日時 ５月２６日�～２７日�
△費用 約１３０００円
（※参加人数、単組の補助によ
り金額が変わります）
△申込み 各組合事務所または

自治労連愛知県本部
△行程
１日目 名古屋駅８時２０分集合

平和公園内フィールド
ワーク（広島市職労青
年部のガイド）
被爆者体験者による証
言（依頼中）
似島事前学習
夜は交流会

２日目 似島フィールドワーク
午後自由解散

△参加人数 ４０人で締め切り

似
島
（
に
の
し
ま
）
は
、
広
島
市
の
沖
合
約
４
�
に

浮
か
ぶ
小
さ
な
島
。
１
９
４
５
年
８
月
、
広
島
市
内
に

原
爆
に
よ
る
多
数
の
負
傷
者
を
収
容
す
る
施
設
が
な

か
っ
た
た
め
、
似
島
に
あ
っ
た
旧
日
本
軍
の
検
疫
所
が

臨
時
の
野
戦
病
院
と
な
り
、
市
内
か
ら
１
万
人
も
の
負

傷
者
が
運
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
薬
や
看
護
の
人
手

が
足
り
ず
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
現
地
に
埋
葬
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
１
年
に
原
爆
犠
牲
者
の
も
の
と
見

ら
れ
る
数
体
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
同
島
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

左から分会書記長の中沢佳明さんと分会長の渡辺利雄さん

自治労連愛知県本部青年部企画

Peace tour in Hiroshima

５月２６日�～２７日�
（詳細は下記案内参照）

自治労連愛知県本部
青年部企画
「広島ピースツアー」

��������	
�����

����������
����������������� !"#$%&  '(�

名古屋ブロックもいっせいに地域宣伝
にとりくみました
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４
月
１８
日
衆
院
厚
生
労
働
委

員
会
で
パ
ー
ト
労
働
法
改
正
案

が
自
民
・
公
明
の
賛
成
で
可
決

し
審
議
は
参
院
段
階
へ
。

通
常
労
働
者
（
正
社
員
）
と

の
差
別
禁
止
規
定
が
新
設
さ
れ

ま
す
が
、
対
象
と
な
る
パ
ー
ト

労
働
者
の
適
用
規
定
が
厳
し

く
、
識
者
か
ら
は
「
格
差
を
拡

大
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
案
で
正
社
員
と
の
差
別

的
取
り
扱
い
が
禁
じ
ら
れ
る
パ

ー
ト
労
働
者
は
、
�
職
務
内
容

や
責
任
が
正
社
員
と
同
じ
�
期

間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
�

人
材
活
用
の
あ
り
方
が
同
じ
�

の
三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
適
用

対
象
者
は
賃
金
や
教
育
訓
練
、

福
利
厚
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

正
社
員
と
同
じ
待
遇
が
保
障
さ

れ
ま
す
が
、
約
１
２
０
０
万
人

い
る
と
さ
れ
る
パ
ー
ト
労
働
者

の
１
％
に
す
ぎ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

同
様
に
国
会
審
議
が
進
め
ら

れ
る
労
働
契
約
法
案
な
ど
も
、

労
働
者
を
保
護
す
る
は
ず
の

「
就
業
規
則
」
不
利
益
変
更
の

規
定
や
労
基
法
の
長
時
間
割
り

増
し
賃
金
率
引
き
上
げ
も
労
働

者
の
８
割
以
上
が
働
く
中
小
企

業
（
原
則
３
０
０
人
以
下
）
は

当
分
の
間
適
用
除
外
と
さ
れ
る

な
ど
対
象
は
ご
く
わ
ず
か
と
な

る
問
題
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
引

き
続
き
国
会
へ
署
名
を

集
中
さ
せ
、
実
態
に
あ

う
法
案
に
変
え
さ
せ
ま

し
ょ
う
。（
資
料
下
表
）

「
月
刊
ア
ト
ラ
ス
」
の
雑
誌

記
者
さ
や
か（
田
丸
麻
紀
）は
、

「
特
集
・
日
本
国
憲
法
の
原
点

を
問
う
」
の
企
画

を
担
当
す
る
。
元

愛
知
大
学
教
授
の

憲
法
学
者
・
鈴
木
安
蔵
（
高
橋

和
也
）
の
取
材
を
進
め
る
こ
と

に
。
安
蔵
の
娘
た
ち
へ
の
取
材

を
す
る
中
で
、
安
蔵
を
支
え
た

聡
明
な
妻
・
俊
子（
藤
谷
美
紀
）

の
存
在
や
、
日
本
国
憲
法
誕
生

を
巡
る
ド
ラ
マ
の
核
心
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
く
…
。

安
蔵
は
高
野
岩
三
（
加
藤

剛
）
ら
と
民
間
の
「
憲
法
研
究

会
」
を
結
成
し
、
４５
年
１２
月
、

政
府
案
よ
り
早
く
憲
法
草
案
を

発
表
し
、
天
皇
や
平
等
、
民
主

な
ど
現
憲
法
の
柱
と
な
る
内
容

を
柱
に
草
案
と
し
て
示
し
、
連

合
軍
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
草
案

の
お
手
本
と
な
っ
た
こ
と
を
描

い
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
１
０
０
０
円
で
斡

旋
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
又
は

あ
い
ち
教
育
映
画
（
０
５
２
・

５
０
９
・
２
６
５
１
）
ま
で
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労働者を保護する�
労働契約法案など
問題点がいっぱい

映
画「日本の青空」上映始まる
���� !����"#$%&'(

「日本の青空」上映日程
（４．１６現在）

５月１９日（土）
ウィルあいち
１１：００ １４：３０ １８：００
６月３日（日）
愛知大学・車道校舎
１６：３０
６月６日（水）
安城市文化センター
１３：４５
６月１０日（日）
瀬戸蔵椿ホール
１３：３０ １７：３０
名古屋大学１Ｂ館（大
沢監督と長谷川正安先
生のお話）
１２：３０ １５：３０
６月１７日（日）
御津ハートフルホール

１０：００ １３：３０ １９：００
６月２２日（金）
豊橋公会堂
１８：４０
６月２２日（金）
江南文化会館小ホール
１４：００ １８：００
６月２３日（土）
豊橋公会堂 １３：００
６月２４日（日）
愛知大学・豊橋校舎
１０：００ １３：００
８月１１日（土）
布池教会文化ホール
（時間未定）
８月１９日（日）
新城文化会館小ホール
１４：００

パ
ー
ト
労
働
法

改
正
案

９
３
８
号
の
答
え
は

「
ヒ
ナ
ア
ラ
レ
」
で
し

た
。
４４
通
の
応
募
が
あ

り
全
員
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
送
り
ま
す
。

高
木

英
樹

（
名
古
屋
市
職
労
）

平
山

雪
江（

〃

）

川
瀬

民
子（
豊
橋
市
職
労
）

平
松

晴
美（
豊
橋
市
職
労
）

石
黒

裕
子（
岩
倉
市
職
）

神
谷

一
恵（
西
尾
市
職
）

立
松

直
子（
春
日
井
市
職
労
）

今
村

知
美（
長
久
手
町
職
労
）

武
田

幸
子（
豊
川
市
職
労
）

藤
田

佳
代（
瀬
戸
市
職
労
）

◆
４
月
８
日
、
安
城
市
で
夜
回

り
先
生
で
有
名
な
水
谷
修
さ
ん

の
講
演
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
な
ん
と
千
人
以
上
が

来
場
し
て
お
り
、
人
気
の
凄
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
（
山
本
淳

哉
・
知
立
市
職
労
）
◆
私
は
ま

だ
花
粉
症
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、ま
わ
り
の
人
は
鼻
水
、

ク
シ
ャ
ミ
な
ど
大
変
そ
う
で

す
。
突
然
な
る
そ
う
で
、
鼻
が

ち
ょ
っ
と
ム
ズ
ム
ズ
す
る
と
ハ

ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す

（
吉
本
小
枝
子
・
春
日
井
市
職

労
）
◆
今
年
の
冬
は
暖
冬
で
早

め
の
春
が
！
と
思
い
き
や
冬
に

逆
戻
り
。
や
っ
と
本
当
に
春
が

来
ま
し
た
ね
（
羽
田
春
美
・
犬

山
市
職
労
）

５
月
６
日
は
立
夏
。
さ
わ

や
か
な
五
月
晴
れ
と
新
緑
の
季

節
で
す
が
、
気
温
の
変
化
が
激

し
い
時
期
で
も
あ
り
、
体
調
の

管
理
に
気
を
つ
け
た
い
時
期
で

す
。
早
寝
早
起
き
し
て
散
歩
や

森
林
浴
な
ど
を
行
い
、「
陽
の

気
」
を
積
極
的
に
吸
収
し
ま

し
ょ
う
。
旬
の
食
材
を
た
べ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
季
節
の
色

は
赤
。ト
マ
ト
や
赤
ピ
ー
マ
ン
、

あ
ず
き
、
赤
カ
ブ
な
ど
を
食
べ

る
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。こ

の
季
節
は
、
首
の
寝
違
え

が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
布
団
の
な
か
で
暖
め

ら
れ
た
首
の
筋
肉
が
、
外
気
に

触
れ
て
び
っ
く
り
す
る
こ
と
な

ど
で
起
こ
り
ま
す
。
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
た

め
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
眠
る

こ
と
が
で
き
ず
、
肩
の
筋
肉
が

緊
張
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
も

起
こ
り
ま
す
。
寝
違
え
て
し

ま
っ
た
ら
、
痛
む
首
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
腕
に
あ
る
ツ
ボ
、

「
四
（
し
）
と
く
」
を
強
く
押

し
、
遠
隔
操
作
で
治
し
ま
し
ょ

う
。両

腕
の
四
と
く
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
で
上
半
身
の
血
流
が

よ
く
な
り
、
首
の
筋
肉
が
柔
ら

か
く
な
っ
て
痛
み
が
解
消
し
ま

す
。
こ
の
ツ
ボ
へ
の
刺
激
は
血

流
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
肩

こ
り
や
首
の
こ
り
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
刺
激
を
与
え
る
方

法
は
、
親
指
以
外
の
四
本
の
指

で
う
で
を
押
さ
え
な
が
ら
、
親

指
で
強
く
ツ
ボ
を
押
し
ま
す
。

お
き
ゅ
う
を
す
え
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

ツボの話

寝
違
え
に
効
く
腕
に
あ
る
ツ
ボ

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

５
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。


